
 

 

 

 

 

 

 

共通問題 

経済学 



食料資源経済学領域 共通問題「経済学」 

 

解答例 問 1 
ピッグサイクルとは、農産物市場において価格と供給量が短期的かつ周期的に変動する現象を

指す。これは、生産に時間を要する農業の特性上、現在の価格に基づいて供給判断を行っても、

実際に市場に供給される頃には需給状況が変化しているために発生する。こうしたズレにより、

価格と供給が交互に変動することがある。ピッグサイクルのメカニズムを単純化して示したものと

して、くもの巣モデルがある。このモデルでは、生産者が前期の価格に反応して供給を決定し、

それが次期の価格に影響する動学的構造が描かれる。園芸作物でも、果樹や多年草花きのよう

に生産調整に長期間を要する作物では、こうした価格変動が生じやすい。一方、単年度のうち

に調整可能な野菜類では、供給の弾力性が高く、周期的な変動は抑えられる傾向にある。さら

に、契約栽培や価格安定政策の整備により、市場の変動は軽減される場合もある。（378文字） 

 

出題意図 問 1 

本設問は、農産物市場における価格と供給量の周期的変動現象、いわゆるピッグサイクルにつ

いて理解しているかを確認し、さらに園芸作物市場に応用して論じる力を評価することを目的と

する。ピッグサイクルは、生産に時間を要する農業において、価格情報に基づく供給判断と実際

の市場供給との時間差から生じる動的な現象である。このような市場の動きについて、理論的説

明（例：くもの巣モデル）に基づいて説明してもよいが、重要なのは因果関係の構造をしっかりと

記述できることである。すなわち受験者には、まずこの現象の基本的な発生メカニズムを的確に

説明する力、そして園芸作物の生産特性（栽培期間、供給調整の柔軟性等）や市場構造（契約

栽培、価格安定制度等）に照らして、周期的変動が起きやすいか否かを論理的に考察する力が

求められる。単なる用語の暗記ではなく、理論と現実の接続を意識した構造的な理解と記述力

を評価する。 
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